
傷　病　名 平成30年3月 平成30年4月 平成30年5月 平成30年6月
気管支喘息 375 312 309 322
食物アレルギー 453 337 345 334
アトピー性皮膚炎 190 171 151 143
アレルギー性鼻炎 56 68 46 51
花粉症 253 188 132 90
スギ舌下免疫療法 18 19 18 15
じんま疹（皮膚描記性じんま疹） 27(2) 14(1) 24(5) 35(10)
食物負荷試験 39 31 26 27
アレルギー性胃腸炎・好酸球性胃腸炎 3 2 2 3
アレルギー性結膜炎 2 3 2 1
口腔アレルギー症候群 2 0 1 0
溶連菌感染症 30 31 24 35
百日咳 0 0 0 0
水痘 2 0 5 2
帯状疱疹 0 0 0 0
突発性発疹症 3 5 2 3
インフルエンザＡ型 7 1 0 0
インフルエンザＢ型 17 0 0 0
インフルエンザ疑い 0 0 0 0
アデノウイルス（咽頭結膜熱） 3 8 11 7
カポジ水痘様発疹症 1 1 0 0
ヘルペスウイルス湿疹・口内炎 4 1 0 2
ムンプス 0 0 1 1
手足口病 0 0 0 1
伝染性紅斑 0 0 0 0
ヘルパンギーナ 0 1 3 9
カンジダ症(口腔、外陰部） 4 2 2 1
急性中耳炎 1 2 4 8
急性鼻咽頭炎（かぜ） 188 125 95 95
急性咽頭炎 9 18 16 39
急性扁桃炎 4 2 6 6
急性肺炎(マイコプラズマ肺炎） 5 4 4 6
ＲＳウイルス肺炎・気管支炎 2 2 1 1
ヒトメタニューモウイルス感染症 6 4 1
急性声門下喉頭炎(クループ） 26 17 19 20
急性気管支炎 17 9 10 21
副鼻腔炎 14 19 21 21
喘息性気管支炎 2 3 1 6

消化器疾患 細菌性胃腸炎 0 1(ｴﾙｼﾆｱ腸炎） 0 0
急性胃腸炎 26 17 49 45
便秘症 16 18 16 15
膿痂疹性湿疹（とびひ） 13 9 8 11
湿疹・皮膚炎 123 103 89 97

皮膚疾患 紅斑症 1 0 0 2
皮脂欠乏症 47 35 30 25
伝染性軟属腫 5 3 5 4
虫刺性皮膚炎 0 1 7 5
汗疹 0 5 12 7

感染症

コメント：【感染症】溶連菌感染症は引き続き多く、症状として咽頭痛・発熱・皮膚の発疹が認められます。迅速検査ができま
す。アデノウイルス咽頭が流行っています。咽頭結膜熱、プール熱ともいわれています。また、原因不明ですが高熱が2－3日
続く感染症も流行しています。体調には十分注意してください。【花粉症】5月以後入イネ科のかもがやなどの花粉が飛んでい
ます。マスク、ゴーグルなど花粉症対策と目薬、抗ヒスタミン薬、点鼻ステロイド薬などで乗り切りましょう。また夏休みを利用し
てスギ・ダニ舌下免疫療法を始めたいと予約が増えています。外来にてご相談ください。【スキンケア】汗をかく季節です。湿気
も多くあせもが出てきます。保湿ローションでスキンケアをするとあせもの予防になります。【日焼け対策】紫外線対策には日
焼け止めが欠かせません。資生堂の2e（ドウーエ）がお勧めです。かりん薬局で販売しています。
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